
　
甲
府
市
の
東
光
寺
町
に
能
成
寺
（
の

う
じ
ょ
う
じ
）
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
寺
は
仏
教
の
中
で
も
特
に
臨

済
宗
を
深
く
信
仰
し
た
武
田
信
玄
が
、

京
都
や
鎌
倉
の
五
山
制
度
に
倣
（
な
ら
）

っ
て
、
武
田
家
と
縁
の
深
い
五
箇
寺
を

選
ん
で
定
め
た
甲
府
五
山
の
一
つ
で
す
。

　
能
成
寺
は
、
業
海
本
浄
禅
師
（
ご
っ

か
い
ほ
ん
じ
ょ
う
ぜ
ん
じ
）
と
い
う
僧

侶
に
よ
っ
て
貞
和
年
間
（
１
３
４
５
〜

１
３
４
９
）
に
笛
吹
市
の
八
代
町
北
地

内
に
創
建
さ
れ
た
寺
で
、
享
徳
４
（
１

４
５
５
）
年
に
亡
く
な
っ

た
武
田
氏
第
十
五
代
当
主

の
武
田
信
守
の
菩
提
寺
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
ら
く
当
地
で
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
武

田
信
玄
が
甲
府
五
山
を
定

め
る
に
あ
た
り
、
甲
府
市

の
宝
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
文
禄
年

間
（
１
５
９
２
〜
１
５
９

５
）
の
甲
府
城
築
城
の
際

に
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
能
成
寺
が
創
建

さ
れ
た
所
は
ブ
ド
ウ
や
桃

な
ど
の
果
樹
畑
に
な
っ
て

お
り
、
往
時
の
姿
を
偲
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
昭
和
13
（
１
９
３

８
）
年
に
寺
跡
の
竹
林
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
多
く
の
五
輪
塔
や
宝

篋
印
塔
（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
）
の

う
ち
、
代
表
的
な
も
の
が
昭
和
38
（
１

９
６
３
）
年
に
建
て
ら
れ
た
保
存
庫
の

中
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
寺
の
歴
史
を

静
か
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
能
成
寺
跡
よ
り
北
西
約

２
５
０
ⅿ
の
所
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
武

田
氏
と
笛
吹
市
」
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で

紹
介
さ
れ
た
清
道
院
（
せ
い
ど
う
い
ん
）

が
所
在
し
て
い
ま
す
。
清
道
院
の
境
内

に
入
る
と
右
側
に
寺
記
を
記
し
た
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
り

ま
す
。
こ
の
石
碑
に
よ
る
と
、
こ
こ
は

武
田
氏
第
十
一
代
当
主
の
武
田
信
成
の

居
城
で
し
た
が
、
信
成
が
信
州
へ
出
陣

し
て
い
た
応
永
５
（
１
３
９
８
）
年
３

月
18
日
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
信
成
の
夫
人
が

城
内
に
あ
る
井
戸
に
身
を
投
げ
て
自
害

し
た
の
で
、
応
永
18
（
１
４
１
１
）
年

に
信
成
の
子
で
あ
る
武
田
信
春
が
、
母

の
菩
提
を
弔
う
た
め
城
を
寺
に
改
め
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
信
成
夫
人
が
身
投
げ
を
し
た
と

い
う
井
戸
は
現
在
も
境
内
に
残
さ
れ
て

お
り
、
何
処
と
な
く
物
悲
し
い
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
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信成夫人が身投げした井戸 武田信成夫人の墓

　
笛
吹
市
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
明
治
40
年
の
大
水
害
か
ら
今
年
で
１
０

０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
市
で
は
明
治
の
大
水
害
を
は
じ
め
、
過

去
に
笛
吹
市
域
で
起
き
た
主
な
風
水
害
の

惨
状
や
教
訓
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
記
録
誌
と
し
て
ま
と

め
発
刊
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
誌
は
市
内
の
図
書
館
な
ど
に

置
く
ほ
か
、
希
望
す
る
方
に
は
10
月
15
日

か
ら
有
償
で
配
布
し
ま
す
。

■
主
な
内
容

　
Ａ
４
版
上
製
本
、
本
文
２
０
８
ペ
ー
ジ

（
予
定
）

　
第
一
章
　
笛
吹
市
風
水
害
の
記
録

　
　
　
　
　
【
写
真
が
語
る
記
録
編
】

　
第
二
章
　
災
害
の
記
録

　
　
　
　
　
【
聞
き
書
き
編
】

　
第
三
章
　
災
害
を
克
服
し
て
未
来
へ

　
　
　
　
　
【
論
考
解
説
編
】

　
第
四
章
　
資
料
で
見
る
風
水
害
史

■
金
額
　
１
０
０
０
円
（
１
冊
）

■
取
扱
場
所

　
市
役
所
経
営
政
策
室
（
本
庁
２
階
）

　
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

　（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

■
有
償
配
布
開
始

　
10
月
15
日（
月
）か
ら

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　�

障
子
に
書
い
て
対
岸
に
知
ら
せ
た
救
助
連
絡

明治の大水害（石和町）

昭和41年26号台風（芦川町）

　
あ
れ
か
ら
１
０
０
年
、
明
治
の

大
水
害
を
は
じ
め
、
過
去
の
水
害

を
教
訓
に
「
災
害
に
強
く
、
自
然

環
境
に
親
し
め
る
、
豊
か
な
郷
土

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
笛
吹
市
と

㈳
山
梨
県
河
川
防
災
セ
ン
タ
ー
が

記
念
行
事
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
10
月
14
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
午
前
９
時
30
分
〜
　
受
付

・
午
前
10
時
〜
　
記
念
講
演

　
　「
明
治
大
水
害
の
教
訓
」

　
　
㈳
山
梨
県
河
川
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
理
事
長
　
望
月
誠
一
氏

・
午
前
11
時
30
分
〜
　

　
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

・
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
い
継
ぐ
・
子
供
た
ち
へ
の

贈
り
物
」

し
ら
い
み
ち
よ
＆
い
さ
わ
女

声
合
唱
団
・
少
年
少
女
合
唱
団

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１


